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日本の平和と安全を守る

I海、空、自衛官募集中
l　応募資桁覇十八才から二十五才

！未満の触康な男子
くわしいことは役場「．約品勘こお固い
＼合わせ下さい

町
の
財
政
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

紅
鞭
昭
和
四
十
二
年
度
決
算

掘
和
四
十
二
年
度
の
決
算
が
本
年
二
月
十
日
の
議
会
で
認
定

さ
れ
ま
し
た
の
で
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
定
評
の
図
表
に
よ
っ

て
ふ
り
か
え
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

陸へ

＝
ぉ
…
ん
…
些
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遠

賀

町

の

四
三
年
水
稲
作
柄
結
果

全
回
で
は
史
上
二
位
を
記
録
す
る
措

作
で
し
た
が
、
当
蓬
質
町
の
一
〇
ア
ー

ル
当
り
取
出
は
調
律
の
八
七
パ
ー
セ
ン

ト
と
大
直
な
減
収
と
な
り
史
上
囲
位
の

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
作
柄
に
と
ど
ま
っ
た
要
因

の
中
か
ら
特
徴
的
な
も
の
を
測
べ
て
み

ま
し
た
。
第
一
図
の
収
量
を
決
定
す
る
最
小
限

主
要
収
量
硝
成
要
談
の
変
化
閑
に
よ
り

ま
す
と
、
一
平
方
米
当
り
株
数
は
一
八

年
と
比
較
す
れ
ば
斜
線
の
分
だ
け
低
温

で
あ
り
そ
し
て
日
照
晴
間
は
前
年
の
十

分
の
一
と
不
足
し
た
経
過
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

そ
う
し
た
経
過
が
本
年
稲
作
の
収
量

減
放
し
た
鮪
一
指
埜
C
あ
る
有
効
雑
数

の
低
下
と
な
っ
て
表
わ
れ
、
ま
た
間
糠

に
印
榔
後
囲
〇
日
間
の
気
温
と
日
瓶

が
、
一
平
方
米
当
り
全
潰
数
決
定
に
彬

評
す
る
点
な
ど
を
考
え
て
み
ま
す
と
、

稲
作
前
華
の
墓
誌
型
C
、
す
で
に
減

卑
∴
均
∴
負
∴
温

H
∴
∴
照
∴
∴
晴
　
　
間

を
み
た
肥
培
管
理
を
す
る
こ
と
が
大
切

で
、
や
は
り
農
業
改
良
普
及
所
、
営
農

驚
質
と
つ
ね
に
連
絡
を
と
り
生
彊
技

さ
の
破
戒
を
期
す
こ
と
が
痛
感
縮
れ
ま

す。
農
林
省
福
岡
統
計
調
琵
事
務
所

北
九
州
胡
張
所
長

鶴
　
我
　
　
妻

・
三
線
で
近
年
に
な
く
珊
如
し
理
想
的

な
仰
向
を
示
し
て
い
な
か
ら
、
一
平
方

米
当
り
有
効
穂
数
は
三
二
七
本
と
前
年

に
比
べ
九
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
と
と
ま

り
、
一
重
万
来
当
り
全
粒
数
で
は
前
年

の
七
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
か
な
り
低
下
し

て
ま
す
。
本
位
稲
作
が
、
こ
の
よ
う
な
生
育
経

過
を
た
ど
っ
た
原
因
は
異
常
的
な
気
象

経
塑
C
あ
っ
た
た
め
で
、
四
二
年
大
豊

作
笹
と
比
較
検
討
し
て
み
ま
し
た
。

第
二
図
は
水
稲
坐
背
期
間
半
句
別
気

東
関
で
す
が
こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、

水
稲
生
清
一
坐
を
交
配
す
る
亜
襲
な

時
期
は
『
田
絶
後
二
〇
間
伐
ま
で
楕
温

夢
殿
に
経
過
し
、
そ
れ
以
降
地
福
分
け

つ
鯛
ま
で
や
は
り
砧
粗
多
照
の
ほ
か
気

課
業
の
大
き
い
気
象
条
件
が
、
分
け

つ
発
生
の
出
、
質
に
影
醤
し
収
量
確
保

の
第
一
条
件
』
と
な
っ
て
お
り
、
聖
一

収
要
因
が
そ
ろ
っ
て
い
た
と
い
え
そ
う

で数。次
に
『
イ
モ
チ
聾
の
異
常
発
坐
で

す
が
、
胡
猟
期
前
後
と
く
に
多
雨
で
必

然
的
に
低
温
気
峠
に
綬
過
し
た
た
め

に
、
N
協
脱
硝
過
科
過
多
－
坐
態
軟
弱

－
低
温
と
『
イ
モ
チ
病
』
発
生
条
件
も

そ
ろ
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
数
。

そ
の
外
蕎
崖
ま
で
見
舞
わ
れ
る

な
ど
し
て
米
質
も
必
然
的
に
低
下
し
ま

した。こ
う
し
た
本
年
の
稲
作
を
か
え
り
み

ま
す
と
、
近
年
に
な
い
生
高
気
象
経
過

に
細
い
さ
れ
作
柄
低
下
し
そ
の
う
え
思

わ
ぬ
被
薯
ま
で
受
け
ま
し
た
が
、
賄
虫

薯
な
ど
人
為
的
に
あ
る
程
度
防
除
拭
来

る
面
も
思
い
だ
せ
ま
す
。
例
え
ば
『
イ

モ
チ
婿
』
だ
け
に
つ
い
て
も
一
〇
ア
ー

ル
当
り
被
電
率
は
、
乎
均
し
て
九
パ
ー

セ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
町
全
体
で
三
八

緑
化
に
ち
な
ん
で

庭
園
講
座
が
開
か
れ
る

緑
化
推
進
期
間
（
三
月
言
か
ら
三

月
三
十
一
日
ま
で
）
に
ち
な
ん
で
遮
祇

町
庭
関
同
好
会
（
石
松
正
人
会
窒
二
十

名
）
主
催
で
去
る
二
月
二
十
六
日
「
緑

づ
く
り
」
を
目
標
に
庭
幽
実
地
鵡
議
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

講
師
は
遠
路
鰻
砧
の
広
田
先
生
で
庭

木
の
摘
込
み
や
子
人
の
方
法
な
ど
に
つ

い
て
滑
津
が
行
な
わ
れ
二
日
庭
師
ク

の
誕
生
と
な
っ
た
も
の
で
す
。
な
お
同

会
は
今
後
引
続
き
庭
園
溝
庭
を
開
く
予

定です。【
写
真
は
摘
込
実
習
の
会
鼠
た
ち

公
民
館
別
館
に
て
】
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全
国
一
斉
春
の
火
災
予
防
運
動
始
ま
る

期
間
二
月
二
十
八
日
～
三
月
十
三
日

増
加
の
一
途
を
た
ど
る
交
通
事
故

こ
れ
か
ち
蕃
李
に
か
け
て
は
、
火
災

を
起
し
易
い
気
象
上
の
藤
粂
件
が
続
き

ま
す
。
火
の
取
扱
い
に
は
充
分
こ
注
意

下
さ
い
。
文
言
l
直
近
の
火
災
の
傾
向
と
し
て
は

焼
死
蒼
を
多
数
だ
し
て
い
ま
す
。

旅
先
で
の
旅
館
、
ポ
テ
ル
な
ど
を
利

用
す
る
と
き
は
、
避
難
経
路
や
非
常

口
、
消
火
器
な
ど
の
柁
証
を
確
め
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

山
林
、
原
野
に
火
入
れ
す
る
と
き
は

充
分
往
恵
す
る
と
共
に
役
場
に
届
け
で

ま
し
ょ
う
。

一
般
家
膣
に
お
い
て
灯
油
を
五
〇
〇

！
以
上
は
消
防
法
に
よ
り
貯
蔵
で
き

ま
せ
ん
二
〇
〇
2
以
上
五
〇
〇
2

未
満
の
阿
藤
に
つ
い
て
は
火
災
予
防
条

例
の
規
定
の
適
用
を
受
け
ま
す
の
で
役

場
に
届
け
で
る
と
と
も
に
騨
火
器
一
本

政
治
講
座

さ
三
月
十
日
午
後
〇
時
三
十
分
か

ら
連
鎖
町
公
民
館
別
館
に
お
い
て
毎
日

新
聞
葉
蘭
脱
皮
金
沢
騰
先
生
を
講
師
と

し
て
抱
き
時
亜
問
題
に
関
し
て
二
時
間

半
に
わ
た
っ
て
政
治
離
座
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。この
膳
に
は
遠
賀
町
婦
人
会
の
欝

以
上
投
配
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
遊
動
期
間
中
に
お
け
る
全
国

一
詰
実
施
郎
項
と
し
て

①
旅
館
、
ホ
テ
ル
お
け
る
避
鯉
設
備
の

整
備
と
福
浦
者
に
到
す
る
避
難
経
路

の
案
内

①
林
野
火
災
の
防
止

③
就
渡
、
外
杭
時
の
火
の
元
占
穣

◎
火
災
連
動

期
間
中
の
行
事

一
、
郡
内
出
師
消
防
朋
合
同
に
よ
る
消

防
車
の
町
内
パ
レ
ー
ド
の
実
施
。

二
、
旅
館
、
学
校
、
保
高
閏
、
工
班
、

五
郎
、
ア
パ
ー
ト
、
油
類
取
扱
業

者
、
そ
の
他
多
数
の
者
か
集
会
す
る

域
所
の
立
入
後
裔
（
各
漉
穀
の
消
火

設
備
等
の
点
検
調
査
）
を
行
な
い
ま

す。

開

催

ざ

る

を
は
じ
め
公
民
館
分
館
長
の
方
々
が
約

百
三
十
名
出
席
さ
れ
、
日
本
を
と
り
ま

く
世
界
の
傭
勢
や
園
内
に
お
け
る
諮
問

贋
な
ど
を
と
り
上
げ
て
わ
か
り
易
く
お

話
を
し
て
頂
き
拭
薙
者
一
間
終
始
熱
心

に
傾
聴
し
て
午
後
二
露
に
終
了
し
ま
し

た。

こ
こ
数
年
岡
を
ふ
D
か
え
っ
て
み
る

と
全
国
的
に
交
通
郵
政
の
発
生
碕
淵
は

年
々
棚
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、

本
町
に
お
い
て
も
こ
の
傾
向
が
近
年
に

な
っ
て
著
し
く
目
立
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
揮
牧
が
ふ
え
る
要
素
と
し
て
自

動
車
数
の
絶
対
瑠
加
に
対
し
て
通
路
行

政
、
空
鮮
麗
の
た
ち
お
く
れ
、
交
通

道
徳
心
の
混
乱
と
低
下
な
ど
の
憩
由
か

色
々
と
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
何
と
言
っ
て

も
、
わ
れ
わ
れ
の
生
命
財
瀧
は
一
人
一

人
が
細
心
の
注
滴
を
払
っ
て
町
民
一
丸

と
な
っ
て
交
通
事
故
を
起
さ
な
い
よ
う

に
心
掛
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

親
が
ま
ず
手
本
を
示
そ
う

正
し
い
横
断

亀
停
車
さ
れ
て
も

よ
い
距
職
　
よ
い
速
度

み
ん
な
で
歩
い
て
い
る
と

き
も
ひ
と
り
I
－
が
よ
く
注
意

嘱
和
四
十
四
年
度

不
動
産
鑑
定
士
試
験
案
内

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
四
月
二
〇
日
（

第
一
次
拭
駿
）
及
び
七
月
十
五
日
、
十

六
日
、
十
七
日
（
第
二
次
試
験
）
に
試

験
が
行
な
わ
れ
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し

ます。当
詳
細
に
つ
い
て
は
復
縁
庶
務
課
に

お
問
い
合
わ
せ
下
き
い
。
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説
の
申
告
は
必
ず

三
月
十
五
日
ま
で
に
し
て
下
さ
い

昭
和
四
十
四
年
度
公
立
高
校
出
願
者
数
詞

固
定
資
産
課
税
台
帳
の

三
月
一
日
～
三
月
二
十
日

役
場
税
鶴
係
に
て

一
般
住
民
結
核
検
診

（
レ
　
ン

一
般
住
堤
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
下
記
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
該
当
者
は
金

員
受
検
し
て
下
さ
い
。

○
該
当
者
　
十
五
才
以
上
全
員

但
し
学
校
、
保
高
的
、
繋
所
（
会

社
）
で
定
期
検
診
香
う
け
て
い
る
人
は

除く。
○
レ
ン
ト
ゲ
ン
実
施
日

四
月
八
日
（
火
）

〇
十
時
～
十
二
時
　
東
町
公
昆
館

〇
一
階
上
蒔
二
二
〇
分

血
生
湿
（
近
来
維
方
）

〇
三
時
～
囲
喧
二
〇
分

浅
本
巣
管
住
宅

四
月
十
百
（
金
）

〇
十
時
～
十
二
時

上
別
府
（
老
人
ホ
ー
ム
）

〇
一
時
⊥
一
時
二
〇
分

木
等
（
條
辞
幽
）

〇
三
時
－
四
時
二
〇
分
老
良
公
式
滋

四
月
十
四
日
（
月
）

ト
ゲ
ン
）
実
施

〇
十
時
～
十
二
暗
　
鬼
薄
公
民
館

〇
一
晴
～
二
哩
二
〇
分若
松
公
民
館

〇
三
時
～
国
境
二
〇
分
　
島
津
橋

四
月
十
l
五
日
（
火
）

〇
十
時
～
十
二
時
　
尾
崎
公
民
館

0
「
博
上
面
三
〇
分

別
府
公
民
館

〇
一
一
晒
～
四
時
三
〇
分

広
澱
神
社
桜

四
月
十
六
日
（
水
）

〇
十
時
～
十
二
時

遠
賀
川
公
民
館

栄
踵
察
、
美
容
組
合
の
方
も
一
般
住
民

検
診
で
受
検
し
て
下
さ
い
。
各
部
落
で

検
診
出
来
な
か
っ
た
人
は
他
の
と
の
部

落
で
も
受
付
け
志
す
の
で
是
非
受
検
し

て
下
き
い
。

※
受
検
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
他
日
役
場

か
傑
秘
所
で
笹
一
度
は
必
ず
受
検
し
て

廉
く
邸
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

永
久
選
挙
人
名
簿
の
登
録

申
し
出
で
を
し
ま
し
ょ
う

今
回
三
月
一
日
現
在
C
登
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
従
前
ま
で
は

年
二
回
の
登
録
鯛
魔
で
あ
っ
た
の
か
、
昨
年
公
職
選
挙
法
の
改
正
に
よ
っ
て
咋

四
回
登
録
の
申
し
旦
C
が
加
薬
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
（
三
月
、
六
月
、
九

月
、
十
二
月
）

適
猶
が
行
な
わ
れ
る
数
日
前
に
な
っ
て
未
登
録
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
そ
の

次
点
で
申
し
出
で
を
さ
れ
て
も
選
挙
権
を
行
使
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

特
に
左
記
郵
政
に
詔
怒
し
て
下
さ
い
。

①
　
遊
撃
人
名
薄
に
瀦
録
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
確
認
し
て
お
い
て
下
さ

③
　
数
年
前
か
ら
本
町
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方
で
も
申
し
出
で
冬
ざ
れ
て
い

な
い
方
は
詳
録
さ
れ
て
お
り
ま
せ
。

⑪
　
新
た
に
成
人
に
違
し
た
人
は
謹
録
の
申
し
部
を
す
み
や
か
に
し
て
下
さ

④
　
わ
か
ら
な
い
点
が
あ
っ
た
ら
遵
慮
な
く
薬
篇
唾
棄
券
に
お
囲
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

定
期
予
防
接
種
の

実
施
に
　
つ
　
い
　
て

四
十
四
年
度
春
季
定
期
平
助
接
種
を
別

記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
接
学
者

は
洩
れ
な
く
接
穂
し
て
下
さ
い
。

〇
百
日
セ
キ
チ
フ
テ
リ
ア
混
合

一
回
田
　
圃
月
一
遍
　
公
民
館

牛
後
一
博
～
三
時

○
翻
痘
　
囲
月
九
日
　
公
民
館

牛
後
一
時
～
二
時

〇
百
宅
キ
チ
フ
テ
リ
ア
混
合

一
両
日
…
嵩
二
十
三
日
　
公
民
館

午
後
一
時
～
二
時

百
日
セ
キ
デ
フ
テ
リ
ア
紐
合

三
園
風
∴
五
月
十
四
日
　
公
良
館

午
後
一
時
～
三
時

※
障
子
手
暖
は
必
ず
持
参
下
さ
い
。

小
中
学
校
入
学
式
卒
業
式
日
程

卒
業
式
　
三
月
十
五
ロ

ー
地
質
中
学
校

三
月
十
八
日

渋
木
、
語
間
小
字
校

入
学
式
　
四
月
七
目

薬
＝
中
学
楼

四
月
五
目

滝
本
、
拐
間
小
学
較


